
遠野高校 職員会議（３月９日（水）） 校長より 

 

※１か月後、３か月後、６か月後、１年後のイメージを描きながら、教育という

仕事を進める 

※３年度（３学期）をどのようにまとめ、春休みにどのようにつなげ、４年度（１

学期）をどのように始めるか 

※感染症対策の徹底と教育活動の保障の両立（リスクマネジメント：悲観的に準

備し、楽観的に実行する） 

 

１ 終わりよければすべてよし！はじめよければすべてよし！ 

○２年生は２．５年生、１年生は１．５年生（進級に向けた学習・生活支援・ 

指導は早めに動く！） 

○終業式、閉校式・お別れ会（記念誌・記念碑を含む）等、年度末の学校行事  

 ○高校入試（合格者発表３月１４日（月）） 

○新入生オリエンテーション（１人１台端末環境整備、観点別評価（浦島太郎 

にならないように！）） 

○始業式、開校式、入学式等、年度初めの学校行事 

 

２ いわき湯本高校（その１）－校舎方式と統合校の両立 

 ○基本的な考え方：「校舎方式」を採用することから、本校舎、遠野校舎それ

ぞれの独自の教育活動を保障・展開していく一方で、いわ

き湯本高校という「統合校」としてのまとまり・統一性・

一体感を醸成・構築する 

  

３ いわき湯本高校（その２）－遠野校舎としての学校経営運営ビジョン、育成

したい資質・能力指標＜ルーブリック＞ 

 ○いわき湯本高校の教育目標や校訓等の視点から、また、本校の令和３年度年

度末反省や学校評価アンケートや育成したい資質・能力評価指標＜ルーブ

リック＞集計結果等（県総合計画、県教育総合計画）を踏まえ、いわき湯本

高校遠野校舎の令和４年度学校経営運営ビジョンや育成したい資質・能力

指標＜ルーブリック＞を検討・確認 

 ○３月９日（水）まで意見・要望等を集約、これを踏まえ、３月２５日（金） 

職員会議であらためて案を協議・確認し、４月はじめの職員会議におい 

て新しい顔ぶれでまとめる（→４月はじめの職員会議から、よいスター 

トを切るために！） 

 



４ いわき湯本高校（その３）－遠野校舎の内規等 

 ○内規等の原案をまとめ、湯本高校と調整し、仕上げる 

 ○湯本高校と調整しながら、学校行事や校務分掌等をまとめる 

※３月１８日（金）までに、生徒・保護者に何を・どこまで伝えるか 

 →４月はじめの始業式・開校式から、よいスタートを切るために！ 

 ※３月２５日（金）職員会議において、何を・どこまで調整・確認するか 

→４月はじめの職員会議から、よいスタートを切るために！ 

 

５ 学校の在り方改革（働き方改革） 

 ○解錠・施錠時間の徹底 

○留守番電話の設置 

 

６ 不祥事根絶 

○服務倫理委員会：３月のスローガン 

・気を引き締めて入試業務！場所は変われど（入試業務は湯本高校で）やる 

こと一緒！厳正な入試業務！事故防止の徹底！ 

・年度末・新年度がやって来る！業務引継をスムーズに！ 

・とにもかくにも健康第一 

 

７ 震災学習 

○「３．１１」「４．１１」から学ぶ・伝える 

 ○「わが町新聞」（１年生）、「修学旅行新聞」（２年生） 


